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〔論文審査の要旨〕 

 本論文は，画像中の物体検出や検出した物体の形状を画素レベルで推定するインスタンス

セグメンテーションに対して，これまで有効活用されていない事前情報を学習に取り入れ

ることで検出性能を改善する新たなアプローチを提案している．事前知識としては，「グリ

ッド境界の情報」，「前景と背景の情報」，「クラスラベルの境界情報」について検討した． 

 第 1 章および第 2 章では，物体検出およびインスタンスセグメンテーションの従来手法

について概観し，事前情報を利用した学習を行うアプローチについて紹介している． 

第 3 章では，最新の物体検出手法では，画像全体をグリッド枠に分割する方法が採用され

ているが，これらの手法では検出対象の中心がグリッド境界に一致すると検出性能が著し

く低下することを指摘し，それを改善する手法を提案している． 

 第 4 章では，最初に物体検出とインスタンスセグメンテーションを同時に学習させ，イン

スタンスセグメンテーションにより推定された対象領域の情報を追加したモデルを再度学

習することで性能が向上することを示している． 

 第 5 章では，インスタンスセグメンテーションの画素レベルでの推定精度を向上させるた

めに，推定したマスク画像の隣接する画素の差が教師マスクの隣接する画素の差に一致す

るように誘導する手法を提案している． 

 これらの成果は，事前情報を学習に取り込むアプローチの有効性を示したものであり，深

層学習モデルの学習のため新たな方向性を示したものである． 

 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


